
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
政
軍
関
係

赤

木

完

爾

は
じ
め
に

一

ア
メ
リ
カ
の
政
軍
関
係
│
│
大
統
領
、
議
会
、
陸
海
軍
、
国
務
省

二

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
と
政
軍
関
係
の
変
容

三

統
合
参
謀
長
会
議
の
設
置

四

政
軍
関
係
の
動
態

五

ソ
連
問
題

お
わ
り
に

は
じ
め
に

一
九
四
一
年
一
二
月
七
日
（
ア
メ
リ
カ
時
間
）、
日
本
海
軍
の
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
対
日
参
戦
し
、
さ
ら
に

一
二
月
一
一
日
の
ド
イ
ツ
の
対
米
宣
戦
布
告
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
争
と
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
戦
争
は
一
つ
の
世
界
戦
争
と

な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
争
と
ア
ジ
ア
の
戦
争
は
そ
の
起
源
も
、
交
戦
に
至
っ
た
諸
国
の
利
益
も
、
そ
し
て
争
わ
れ
た
大
義
も
そ
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れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
戦
争
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
戦
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
九
七
年
に
上
梓
し
た
筆
者
の
著
作
に
お
い
て
、
分
析
視
角
と
し
て
重
視
し
た
の
は
、
英
米
両
国
の
外
政
を
含
む
基
本
的
な
政

策
方
針
と
大
戦
略
の
二
つ
の
観
点
で
あ
り
、
大
戦
略
の
分
析
に
お
い
て
、
最
高
統
帥
の
問
題
を
取
り
扱
っ
た
。
そ
こ
で
は
イ
ギ
リ
ス

と
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
的
伝
統
か
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
両
国
の
外
政
指
導
、
戦
争
指
導
を
分
析
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
っ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
研
究
を
通
じ
て
、
こ
と
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
関
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
い
て
生
じ
た
政
軍
関
係
の
変
容

が
、
さ
ら
に
そ
の
制
度
と
組
織
の
発
展
と
拡
大
が
、
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
外
交
・
軍
事
政
策
（
す
な
わ
ち
国
家
安
全
保
障
政
策
）
に
継

続
的
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
冷
戦
史
の
研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
意
義
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
以
来
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
き
わ
め
て
大
き
な
国
家
安
全
保
障
機
構
を
行
政
部
門
に
作
り
上
げ
た
。
大
統
領
の

外
政
・
戦
争
指
導
に
対
す
る
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
総
合
政
策
調
整
機
能
を
有
す
る
国
家
安
全
保
障
会
議
の
設
置
と
発
展
、
ア
メ

リ
カ
史
に
類
例
を
見
な
い
大
規
模
な
陸
海
空
軍
の
現
役
兵
力
の
維
持
、
国
家
の
情
報
機
関
の
拡
充
と
強
化
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
は
ト

ル
ー
マ
ン
政
権
を
経
て
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
に
お
い
て
制
度
化
が
著
し
く
進
展
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
起
源
は
第
二
次
世
界

大
戦
中
に
胚
胎
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
遂
行
の
組
織
と
運
営
に
お
け
る
政

軍
関
係
の
展
開
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
戦
後
に
与
え
た
影
響
を
意
識
し
つ
つ
、
整
理
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
議
論
の
前
提
と
し
て
、
本
稿
で
言
及
す
る
統
合
参
謀
長
会
議
の
語
義
に
つ
い
て
解
説
し
て
お
き
た
い
。
現
在
、
ア
メ

リ
カ
の
軍
事
関
係
用
語
の
う
ち
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
で
は

Joint
C
hiefs

of
Staff:

J
C
S"

を

統
合
参
謀
本
部

と
訳
出
す
る
こ

と
が
一
般
的
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
語
に
つ
い
て
、

統
合
参
謀
長
会
議

と
し
て
い
る
。
統
合
参
謀
長
会
議
が
支
援
を
受
け
る

様
々
な
従
属
す
る
委
員
会
を
含
め
て
そ
う
し
た
組
織
の
集
合
体
を
全
体
と
し
て
統
合
参
謀
本
部
と
呼
称
す
る
こ
と
は
誤
り
で
は
な
い

が
、
一
九
四
二
年
前
半
か
ら
陸
軍
参
謀
総
長
（C

hief
of

Staff,
U
S
A
r
m
y

）、
海
軍
軍
令
部
長
（C

hief
of

N
a
v
al

O
p
eratio

n
s

）、

陸
軍
航
空
部
隊
指
揮
官
兼
航
空
担
当
参
謀
次
長
（C

hief
of

th
e
A
r
m
y
A
ir

F
orce

a
n
d
D
e
p
uty

C
hief

of
Staff

for
A
ir

）、
な
ら
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び
に
大
統
領
付
参
謀
長
（C

hief
of

Staff
to

th
e
C
o
m
m
a
n
d
er

in
C
hief

of
th

e
A
r
m
y
a
n
d
N
a
v
y

）
の
四
名
で
構
成
さ
れ
る
会
議

体
が

J
C
S

の
本
来
の
意
味
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
稿
で
は
統
合
参
謀
長
会
議
と
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
陸
軍
参
謀
総
長
、
海
軍

軍
令
部
長
の
二
人
を
ま
と
め
て
表
現
す
る
場
合
に
は
陸
海
軍
幕
僚
長
の
語
を
用
い
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
四
二
年
以
降

統
合

（joint

）

は
一
国
に
お
け
る
二
つ
以
上
の
軍
事
部
門
（
た
と
え
ば
陸
軍
と
海
軍
）
が
結
び
つ
い
た
活
動
、
作
戦
、
組
織
を
含
意
し
、

連
合
（co

m
bin

e
d

）

は
二
カ
国
以
上
の
同
盟
国
の
二
つ
以
上
の
軍
部
隊
な
い
し
機
関
が
結
び
つ
い
て
活
動
す
る
場
合
に

統
合

と
は
区
別
し
て
使
わ
れ
る
が
、
本
稿
の
表
現
も
こ
れ
に
倣
っ
て
い
る
。

一

ア
メ
リ
カ
の
政
軍
関
係
│
│
大
統
領
、
議
会
、
陸
海
軍
、
国
務
省

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・

D
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
と
そ
の
政
権
の
下
で
、
世
界
史
上
前
例
を
み
な
い
大
規
模

な
軍
事
力
を
建
設
し
た
。
一
九
四
〇
年
五
月
、
ド
イ
ツ
の
西
方
電
撃
戦
が
開
始
さ
れ
た
時
点
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
陸
軍
は
五
個
師

団
八
万
人
の
野
戦
軍
（
総
兵
力
一
七
万
五
千
人
）、
一
六
〇
機
の
戦
闘
機
、
五
二
機
の
重
爆
撃
機
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
規
模
で
あ
り
、

他
方
海
軍
も
対
日
抑
止
の
た
め
に
真
珠
湾
に
艦
隊
の
大
部
分
が
集
結
し
、
事
実
上
大
西
洋
岸
は
無
防
備
の
状
況
に
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン

ス
降
伏
と
い
う
事
態
の
推
移
に
、
ア
メ
リ
カ
国
内
が
恐
慌
状
態
を
来
し
た
の
は
故
な
し
と
し
な
か
っ
た
。
一
九
四
五
年
の
大
戦
終
結

ま
で
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
は
一
二
〇
〇
万
人
の
部
隊
を
全
世
界
に
展
開
し
て
枢
軸
諸
国
を
打
倒
し
た
。
ア
メ
リ
カ
陸
軍
は
ア
メ

リ
カ
史
上
最
大
の
規
模
、
八
三
〇
万
人
に
拡
大
し
、
三
四
〇
万
人
の
兵
員
と
四
七
万
五
千
人
の
海
兵
隊
員
で
構
成
さ
れ
た
海
軍
は
、

世
界
史
上
最
大
の
海
軍
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
空
軍
（
陸
軍
航
空
）
部
隊
も
史
上
類
例
の
な
い
規
模
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

大
動
員
さ
れ
た
軍
事
力
は
、
枢
軸
国
の
降
伏
後
、
急
速
な
復
員
が
実
施
さ
れ
一
九
四
八
年
な
か
ば
に
は
ほ
ぼ
一
五
〇
万
人
に
縮
小
し

た
。
こ
う
し
た
大
戦
中
の
大
規
模
な
軍
事
力
建
設
を
可
能
に
し
た
組
織
的
、
人
的
経
営
の
実
態
も
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
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本
稿
で
重
視
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
大
軍
を
運
用
し
た
政
軍
関
係
の
実
態
で
あ
る
。

歴
史
的
に
軍
事
組
織
に
は
、
軍
隊
を
指
揮
命
令
し
て
こ
れ
を
死
地
に
投
じ
る
、
作
戦
運
用
を
担
う
統
帥
部
門
と
、
一
般
行
政
事
務
、

す
な
わ
ち
人
事
、
予
算
決
算
、
補
給
や
調
達
、
研
究
開
発
な
ど
の
業
務
を
取
り
扱
う
軍
政
部
門
の
二
つ
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
統
帥
事
項
の
特
徴
は
軍
政
事
項
と
は
異
な
り
、
あ
く
ま
で
も
必
要
性
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
敵
の
打
倒
、
軍
事
行
動
に

お
け
る
勝
利
の
獲
得
が
目
指
す
と
こ
ろ
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
軍
政
事
項
の
特
徴
は
、
あ
く
ま
で
可
能
性
の
上
に
立
脚
し
、
統
帥

の
必
要
性
を
裏
付
け
る
可
能
性
を
準
備
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
時
に
は
統
帥
事
項
の
必
要
性
と
軍
政
事
項
の
可
能
性
と

は
相
容
れ
な
い
葛
藤
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
両
者
は
各
国
の
軍
隊
組
織
特
有
の
来
歴
か
ら
、
明
確
に
分
離

し
て
い
な
い
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
。
す
ぐ
れ
た
戦
争
指
導
や
そ
れ
を
導
く
戦
略
は
こ
う
し
た
必
要
性
と
可
能
性
の
上
に
構
築
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
政
軍
関
係
は
、
こ
の
よ
う
な
統
帥
と
軍
政
の
二
つ
の
側
面
か
ら
み
る
と
、
二
〇
世
紀
初

頭
か
ら
徐
々
に
始
ま
っ
て
い
た
軍
政
部
門
か
ら
の
統
帥
部
門
の
分
離
と
、
大
統
領
の
指
揮
の
も
と
に
お
け
る
統
帥
部
門
の
著
し
い
権

限
拡
大
と
し
て
そ
の
特
徴
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
趨
勢
の
反
面
と
し
て
、
従
来
の
陸
海
軍
長
官
な
ら
び
に
陸
海
軍

省
の
権
限
の
縮
小
が
導
か
れ
た
。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
場
合
、
憲
法
上
大
統
領
は
ア
メ
リ
カ
陸
海
軍
、
な
ら
び
に
合
衆
国
の

下
に
現
役
に
編
入
さ
れ
た
各
州
の
民
兵
の
最
高
指
揮
官
（
指
揮
官
中
の
最
先
任
者C

o
m
m
a
n
d
er‐

in‐
C
hief

）
で
あ
り
、
大
統
領
の
軍

隊
指
揮
権
は
憲
法
上
の
職
権
（ex‐

officio

）
で
あ
る
。
こ
の
た
め
大
統
領
と
軍
事
部
門
の
結
び
つ
き
の
態
様
が
き
わ
め
て
重
要
な

観
察
対
象
と
な
る
。
総
力
戦
化
し
た
第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
い
て
、
軍
政
部
門
が
担
っ
た
経
済
・
産
業
動
員
に
つ
い
て
の
統
制
は

軍
部
と
文
民
機
関
の
分
担
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

政
軍
関
係
の
中
で
、
さ
ら
に
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
側
面
は
、
軍
事
機
構
と
外
部
の
関
係
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
陸
海
軍
と
議

会
と
の
関
係
、
お
よ
び
外
交
政
策
と
陸
海
軍
の
関
係
で
あ
る
。
陸
海
軍
と
議
会
の
関
係
に
お
い
て
は
、
な
か
で
も
陸
軍
は
二
〇
世
紀
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前
半
に
お
い
て
、
様
々
な
制
度
改
革
を
め
ぐ
る
紛
糾
の
際
に
、
陸
軍
参
謀
総
長
は
陸
軍
長
官
や
大
統
領
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
あ
っ

た
一
方
で
、
反
対
派
の
軍
人
た
ち
は
し
ば
し
ば
議
会
の
支
持
を
受
け
て
抵
抗
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
、
軍
事

問
題
に
関
し
て
は
立
法
府
の
干
渉
は
好
ま
し
く
な
く
、
ま
た
避
け
る
べ
き
で
あ
り
、
文
民
当
局
と
の
関
係
は
行
政
府
の
長
で
あ
り
か

つ
最
高
指
揮
官
で
あ
る
大
統
領
に
集
中
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
合
意
が
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い
た
。

他
方
、
行
政
府
の
中
で
の
政
軍
関
係
と
し
て
着
目
す
べ
き
は
、
陸
海
軍
が
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
四
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
任
務

と
す
る
国
益
擁
護
の
た
め
に
外
交
政
策
か
ら
導
か
れ
る
軍
事
戦
略
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
求
め
て
、
国
務
省
、
な
い
し
は
外
政
担
当
者
と

の
間
で
密
接
な
政
軍
関
係
の
調
整
を
一
貫
し
て
求
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
職
責
か
ら
、
陸
海
軍
は
長
期
に
わ
た
る
軍
備
の
建

設
と
維
持
、
準
備
態
勢
の
レ
ベ
ル
を
決
定
す
る
際
に
、
外
交
政
策
と
の
調
整
は
必
須
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
行
政

府
内
部
に
お
け
る
外
交
政
策
を
め
ぐ
る
政
軍
関
係
の
調
整
問
題
は
、
必
ず
し
も
軍
部
が
希
望
す
る
よ
う
に
は
進
展
し
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
外
交
と
戦
争
を
ま
っ
た
く
別
の
事
象
と
し
て
峻
別
す
る
ア
メ
リ
カ
特
有
の
戦
争
観
が
背
景
に
存
在
し
た
。
国
務
省
や
外
交
に
携

わ
る
政
治
家
た
ち
に
は
、
戦
争
は
異
常
事
態
で
あ
り
、
外
交
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
別
次
元
の
問
題
と
考
え
る
著
し
い
傾
向
が
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
戦
争
が
始
ま
る
ま
で
は
、
陸
海
軍
の
将
校
が
政
策
の
形
成
に
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
い

う
の
が
彼
ら
の
主
張
で
あ
っ
た
。
戦
間
期
の
軍
縮
会
議
に
お
い
て
も
、
軍
事
部
門
か
ら
の
助
言
が
真
剣
に
考
慮
さ
れ
た
事
例
は
わ
ず

か
に
と
ど
ま
る
。
こ
と
に
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
の
時
代
に
は
、
陸
海
軍
統
合
会
議
（Joint

B
o
ard"

一
九
〇
三
年
設

置
の
陸
海
軍
の
協
力
調
整
の
た
め
の
諮
問
機
関
）
が
国
務
省
を
迂
回
し
て
大
統
領
に
助
言
を
求
め
、
ま
た
政
策
の
調
整
を
試
み
た
こ
と

に
対
し
て
大
統
領
が
激
怒
し
、
陸
軍
参
謀
本
部
の
す
べ
て
の
将
校
の
解
任
、
統
合
会
議
の
機
能
停
止
、
海
軍
政
策
の
最
高
機
関
で
あ

っ
た
海
軍
将
官
会
議
の
解
散
と
い
っ
た
危
機
に
軍
部
が
見
舞
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

国
務
省
と
陸
海
軍
の
政
策
調
整
の
た
め
の
接
触
が
始
ま
る
の
は
一
九
三
五
年
に
極
東
情
勢
を
め
ぐ
っ
て
国
務
省
の
極
東
専
門
家
ス

タ
ン
レ
ー
・
ホ
ー
ン
ベ
ッ
ク
（Sta

nle
y
H
or
n
b
ec

k

）
が
統
合
会
議
に
出
席
し
た
時
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
後
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
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統
領
の
指
示
に
よ
っ
て
、
一
九
三
八
年
に
国
務
次
官
と
陸
海
軍
幕
僚
長
で
構
成
さ
れ
る
常
設
の
連
絡
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
国

務
省
と
軍
部
の
間
の
常
設
の
連
絡
会
議
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
一
時
期
活
動
を
休
止
す
る
が
、
一
九
四
四
年
一
二
月
に
い
た
っ

て
国
務
陸
海
軍
三
省
調
整
員
会
（State‐

W
ar‐

N
a
v
y
C
o
ordin

atin
g
C
o
m
m
itte

e

）
と
し
て
復
活
し
、
政
軍
一
体
の
組
織
と
し
て

後
の
国
家
安
全
保
障
会
議
（N

atio
n
al

S
ec

u
rity

C
o
u
n
cil

）
の
直
接
の
母
体
と
な
っ
た
。

二

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
と
政
軍
関
係
の
変
容

世
界
情
勢
に
お
け
る
危
機
の
深
化
を
背
景
に
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
が
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
積
極
的
に
政
軍
関

係
を
運
営
し
始
め
る
の
は
一
九
三
六
年
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
っ
と
も
大
き
な
制
度
上
の
進
展
は
、
ア
メ
リ
カ
参
戦
後

の
一
九
四
二
年
に
お
け
る
統
合
参
謀
長
会
議
の
設
置
で
あ
る
。
そ
れ
に
先
立
つ
制
度
と
人
事
に
つ
い
て
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。

最
高
指
揮
官
と
し
て
の
大
統
領
権
限
の
拡
大
を
め
ざ
す
措
置
と
し
て
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
は
一
九
三
九
年
七
月
に
陸
海
軍

統
合
会
議
、
陸
海
軍
統
合
軍
需
委
員
会
、
そ
の
他
い
く
つ
か
の
調
達
機
関
を
従
来
の
陸
海
軍
省
の
管
轄
か
ら
外
し
て
、
大
統
領
府
に

移
管
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
統
合
会
議
は
最
高
指
揮
官
の
指
揮
と
監
督
の
も
と
に
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

大
統
領
に
対
し
て
戦
略
問
題
に
関
す
る
直
接
の
助
言
が
可
能
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
戦
略
問
題
で
大
統
領
に

助
言
を
な
し
え
た
の
は
、
大
統
領
顧
問
の
ハ
リ
ー
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
（H

arr
y
H
o
p
kin

s

）
を
除
け
ば
、
統
合
会
議
を
引
き
継
い
だ
統

合
参
謀
長
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
限
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
統
合
会
議
の
大
統
領
府
へ
の
移
管
に
前
後
し
て
、
大
統
領
は
ハ
ロ
ル
ド
・
ス
タ
ー
ク
（H

arold
R.

Star
k

）
海
軍
大
将
を
軍

令
部
長
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
（G

e
or
g
e
C.

M
ars

h
all

）
陸
軍
大
将
を
参
謀
総
長
に
そ
れ
ぞ
れ
任
命
し
た

）
。
両
者
と
も
有

能
か
つ
非
政
治
的
な
軍
人
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
外
交
政
策
と
軍
事
戦
略
を
結
び
つ
け
る
の
は
大
統
領
た
だ
一
人
で
あ
る
と
い
う
体
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制
が
出
来
上
が
っ
た
。
さ
ら
に
大
統
領
は
陸
海
軍
幕
僚
長
の
野
戦
軍
と
艦
隊
に
対
す
る
統
制
の
確
立
を
促
し
、
陸
軍
参
謀
総
長
は
一

九
三
六
年
に
全
野
戦
軍
と
陸
軍
省
の
部
局
に
対
す
る
統
制
権
を
得
た
。
こ
れ
が
大
統
領
の
行
政
命
令
に
基
づ
い
て
マ
ー
シ
ャ
ル
が
措

置
し
た
一
九
四
二
年
の
陸
軍
省
の
大
改
革
の
成
功
を
裏
付
け
た

）
。
陸
軍
よ
り
も
や
や
遅
れ
る
が
、
海
軍
は
一
九
四
二
年
は
じ
め
に
ス

タ
ー
ク
海
軍
大
将
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
転
出
し
た
後
、
合
衆
国
艦
隊
司
令
長
官
ア
ー
ネ
ス
ト
・
キ
ン
グ
（Er

n
est

J.
K
in

g

）
海
軍
大

将
が
軍
令
部
長
を
兼
ね
て
、
よ
う
や
く
全
艦
隊
と
海
軍
省
の
部
局
に
対
す
る
軍
令
部
長
の
統
制
が
確
立
し
た
。

こ
う
し
た
制
度
上
の
変
化
は
、
最
高
指
揮
官
で
あ
る
大
統
領
が
、
陸
軍
参
謀
総
長
、
海
軍
軍
令
部
長
と
い
う
二
人
の
軍
人
と
の
直

接
の
接
触
を
通
じ
て
、
全
米
軍
の
部
隊
と
組
織
を
完
全
に
統
制
下
に
お
い
て
指
揮
で
き
る
と
い
う
現
実
を
作
り
出
し
た
。
先
述
し
た

統
帥
部
門
の
拡
大
強
化
の
具
体
的
意
味
は
陸
軍
参
謀
総
長
、
海
軍
軍
令
部
長
の
各
々
の
軍
に
対
す
る
統
制
権
の
強
化
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
に
は
野
戦
軍
司
令
官
を
高
次
元
の
政
策
決
定
に
関
わ
ら
せ
ず
、
大
統
領
な
い
し
議
会
と
の
間
で
そ
れ
ら
を
処
理
す
る
の
は
ワ
シ

ン
ト
ン
の
統
合
参
謀
長
会
議
の
み
で
あ
る
と
い
う
含
意
が
あ
っ
た

）
。
こ
れ
ら
の
推
移
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
意
図
し
た
取

り
組
み
の
結
果
で
あ
っ
た
。
彼
は
陸
軍
長
官
、
海
軍
長
官
お
よ
び
国
務
長
官
を
主
と
し
て
国
内
政
治
的
な
観
点
か
ら
任
命
し
て
い
た
。

特
に
コ
ー
デ
ル
・
ハ
ル
（Cord

ell
H
ull

）
国
務
長
官
は
長
く
テ
ネ
シ
ー
州
出
身
の
下
院
議
員
お
よ
び
上
院
議
員
で
あ
り
、
議
会
対

策
に
は
欠
か
せ
な
い
人
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
外
交
政
策
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
そ
の
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と

は
な
く
、
自
ら
政
策
を
担
う
決
意
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
〇
年
六
月
に
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
陸
海
軍
長
官
を
更
迭
し
、
陸
軍
長
官
に
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
（H

e
n
r
y
L.

Sti
m
so

n

）、
海
軍
長
官
に
フ
ラ
ン
ク
・
ノ
ッ
ク
ス
（Fra

n
k
K
n
o
x

）
を
起
用
し
た
。
両
者
は
と
も
に
長
く
公
職
に
あ
っ
た
経
験
豊

か
な
政
治
家
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ワ
ー
ド
・
タ
フ
ト
大
統
領
の
も
と
で
陸
軍
長
官
を
務
め
、
フ

ー
バ
ー
大
統
領
の
も
と
で
国
務
長
官
を
務
め
て
い
た
。
両
者
と
も
共
和
党
員
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
任
命
は
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
軍
備

拡
張
と
戦
争
準
備
、
お
よ
び
対
英
軍
事
援
助
な
ど
の
案
件
を
党
派
的
な
問
題
に
し
た
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
陸
海
軍
の
両
長
官
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は
議
会
と
世
論
に
対
処
し
、
大
統
領
は
ス
タ
ー
ク
と
マ
ー
シ
ャ
ル
を
指
揮
し
て
、
戦
略
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。
彼
ら
と
の
密
接
な
関

係
が
な
け
れ
ば
、
対
英
援
助
に
関
わ
る
議
会
対
策
、
あ
る
い
は
一
九
四
〇
年
の
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
の
駆
逐
艦
・
基
地
交
換
協
定
の
締

結
は
難
し
か
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る

）
。

三

統
合
参
謀
長
会
議
の
設
置

統
合
参
謀
長
会
議
は
、
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
が
第
二
次
世
界
大
戦
に
参
戦
し
、
即
座
に
イ
ギ
リ
ス
と
の
連
合
戦
争
の

調
整
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
に
導
か
れ
て
設
置
さ
れ
た
。
同
会
議
は
最
高
指
揮
官
で
あ
る
大
統
領
の
下
に
、
ア
メ
リ
カ
の
最
高
統
帥

機
構
と
し
て
機
能
し
た
。
そ
の
役
割
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
大
統
領
の
軍
事
顧
問
団
で
あ
り
、
今
一
つ
の
役
割
は
陸
海
軍
の
方
針
を

調
整
し
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
戦
略
的
指
令
を
与
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
統
領
の
軍
事
顧
問
団
と
し
て
、
同
会
議
は
戦
争
計
画
と
戦

略
、
陸
海
軍
の
補
給
の
必
要
、
統
合
し
た
陸
海
軍
の
方
針
に
つ
い
て
、
大
統
領
に
直
接
勧
告
し
た
。
陸
海
軍
の
調
整
機
関
の
機
能
と

し
て
は
、
同
会
議
は
統
合
戦
争
計
画
を
立
案
し
、
そ
の
実
施
に
関
わ
る
指
令
を
発
し
、
軍
需
品
、
燃
料
、
海
上
輸
送
と
い
っ
た
重
要

資
源
や
サ
ー
ビ
ス
を
配
分
し
、
戦
略
情
報
の
収
集
、
秘
密
活
動
の
遂
行
を
統
制
し
た
。

ア
メ
リ
カ
参
戦
後
、
一
九
四
一
年
一
二
月
二
二
日
か
ら
翌
年
一
月
一
四
日
ま
で
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
最
初
の
英
米
首
脳
会

議
（
暗
号
名
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
）
で
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
と
チ
ャ
ー
チ
ル
英
首
相
の
合
意
に
よ
っ
て
、
連
合
参
謀
長
委
員
会

（Co
m
bin

e
d
C
hiefs

of
Staff:

C
C
S

）
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
英
米
の
戦
略
指
導
に
関
す
る
最
高
位
の

軍
事
組
織
体
と
な
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
は
、
首
脳
会
議
に
自
ら
の
軍
事
的
助
言
者
と
し
て
、
第
一
海
軍
卿
（
海
軍
軍
令
部
長
）、

帝
国
参
謀
総
長
、
空
軍
参
謀
総
長
か
ら
構
成
さ
れ
る
三
軍
参
謀
長
委
員
会
（C

hiefs
of

Staff
C
o
m
m
itte

e

）
を
帯
同
し
て
い
た
。

同
委
員
会
は
一
九
二
三
年
以
来
イ
ギ
リ
ス
陸
海
空
軍
に
対
す
る
指
揮
と
戦
略
指
導
に
つ
い
て
共
同
の
責
任
を
負
う
と
と
も
に
、
首
相
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な
ら
び
に
戦
争
内
閣
に
対
し
て
軍
事
的
助
言
を
行
っ
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
側
に
は
こ
れ
に
相
当
す
る
機
関
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
な
る
ほ
ど
陸
海
軍
統
合
会
議
は
こ
れ
ま
で
存
在
し
、
統
合
戦
争

計
画
を
準
備
し
、
ま
た
陸
海
軍
間
の
諸
問
題
を
調
整
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
構
成
員
は
八
名
で
あ
り
、
各
軍
種
の
参
謀
長
レ
ベ
ル

の
軍
人
が
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
統
合
会
議
は
、
そ
の
陣
容
を
も
っ
て
し
て
は
戦
時
の
運
営
に
適
合
し

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
会
議
の
軍
事
問
題
討
議
に
参
加
し
た
ア
メ
リ
カ
側
の
代
表
が
持
つ
責
任
範
囲
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
メ
ン
バ
ー
の
そ

れ
に
完
全
に
は
合
致
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
側
の
代
表
は
ま
だ
大
統
領
か
ら
も
特
定
の
任
務
や
責
任
を
付
与
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
側
は
急
遽
イ
ギ
リ
ス
側
メ
ン
バ
ー
に
一
対
一
で
対
応
す
る
こ
と
で
対
処
し
た
。
す
な
わ
ち
マ
ー
シ

ャ
ル
陸
軍
参
謀
総
長
は
イ
ギ
リ
ス
側
の
帝
国
参
謀
総
長
に
相
対
し
た
。
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
最
高
統
帥
に
関
す
る
責
任
は
二
つ
に
分
離

し
て
い
た
。
ス
タ
ー
ク
海
軍
軍
令
部
長
と
キ
ン
グ
合
衆
国
艦
隊
司
令
長
官
で
あ
る
。
両
者
は
イ
ギ
リ
ス
海
軍
軍
令
部
長
と
の
討
議
で

は
二
人
で
対
処
し
た
。
空
軍
に
関
し
て
は
対
応
す
る
官
職
が
ア
メ
リ
カ
側
に
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
空
軍
は
一
九
三
五
年
以
来
す
で

に
独
立
軍
種
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
陸
海
軍
と
同
格
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
航
空
部
隊
は
陸
軍
と
海
軍
の
一
部
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
陸
軍
航
空
部
隊
指
揮
官
兼
航
空
担
当
参
謀
次
長
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
（H

e
n
r
y
H.

A
r
n
old

）
陸
軍
中
将
が
マ
ー
シ

ャ
ル
の
部
下
と
し
て
、
会
議
に
お
い
て
航
空
関
係
に
つ
い
て
相
対
し
た
。

こ
う
し
て
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
会
議
で
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
の
高
級
将
校
は
広
範
な
戦
略
を
計
画
す
る
と
と
も
に
、
戦
争
の
戦
略
指

導
に
つ
い
て
新
し
い
組
織
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
英
米
の
三
軍
の
参
謀
長
会
議
を
結
合
さ
せ
る
連
合
参
謀
長
委
員
会
が

そ
れ
で
あ
る
。
大
統
領
と
首
相
は
こ
の
組
織
を
承
認
し
、
一
九
四
二
年
一
月
二
三
日
か
ら
た
だ
ち
に
業
務
が
開
始
さ
れ
た
。
図
1
は

一
九
四
二
年
一
一
月
の
統
合
参
謀
長
会
議
と
そ
の
下
に
あ
る
委
員
会
の
組
織
図
で
あ
る
。
図
に
あ
る
実
線
で
囲
ま
れ
た
下
部
の
委
員

会
が
イ
ギ
リ
ス
側
の
組
織
に
対
応
し
て
鏡
に
映
す
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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連
合
参
謀
長
委
員
会
の
設
置
は

ア
メ
リ
カ
側
の
最
高
統
帥
の
発
展

に
深
い
影
響
を
与
え
た
。
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
会
議
で
ア
メ
リ
カ
軍
部
を

代
表
し
た
四
名
は
引
き
続
き
連
合

参
謀
長
委
員
会
の
ア
メ
リ
カ
代
表

と
な
っ
た
。
連
合
参
謀
長
委
員
会

の
会
合
の
準
備
に
お
い
て
、
四
名

は
密
接
に
協
議
し
、
ま
た
下
部
の

様
々
な
委
員
会
が
作
成
す
る
政
策

文
書
の
準
備
を
監
督
し
た
。
そ
し

て
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
会
議
以
降
、
米

英
両
国
の
合
意
に
よ
っ
て
、

連

合

が
二
カ
国
以
上
の
協
力
を
意

味
し
、
他
方

統
合

が
一
国
の

軍
種
間
の
協
力
を
示
す
と
い
う
言

葉
の
定
義
も
決
定
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
新
編
さ
れ
た
統
合
参
謀
長
会

議
は
、
連
合
参
謀
長
委
員
会
の
活

US MEMBERS
     OF MAB

JOINT CHIEFS
    OF STAFF

JNW JMTC JPWC JIC JSC JPS JCB JMC       JOINT
SECRETARIAT

JPWSC

OSS

JISC JUSSC

図 1　統合参謀長会議　組織図

(1942 年 11月 1日 )
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動
準
備
の
た
め
、
一
九
四
二
年
二
月
九
日
に
最
初
の
会
合
を
開
い
た
。
一
九
四
二
年
三
月
ま
で
に
統
合
参
謀
長
会
議
と
そ
の
下
部
組

織
の
編
成
は
終
わ
り
、
戦
前
か
ら
の
陸
海
軍
統
合
会
議
の
機
能
が
吸
収
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
統
合
参
謀
長
会
議
の
機
能
と
任
務
は
戦
争
期
間
中
明
確
に
決
定
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
そ
の
組
織
を
法
令
で
基
礎
付
け
る

こ
と
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
進
行
中
の
戦
争
の
必
要
に
適
合
す
る
よ
う
に
、
そ
の
活
動
を
拡
大
す
る
余
地
を
残
す
た
め
で
あ

っ
た
が
、
こ
う
し
た
柔
軟
性
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
も
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
意
図
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
統
合
参
謀
長
会
議
は
最
高
指
揮
官
で
あ
る
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
に
直
接
の
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て

戦
略
と
軍
事
作
戦
に
つ
い
て
、
大
統
領
は
陸
海
軍
省
の
文
官
を
通
じ
た
指
導
よ
り
も
、
直
接
、
陸
海
軍
の
長
で
あ
る
軍
人
を
指
揮
す

る
こ
と
を
と
り
わ
け
好
ん
だ
。
こ
の
結
果
、
陸
海
軍
省
の
長
官
の
責
任
は
、
行
政
、
動
員
、
調
達
の
問
題
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
九
四
二
年
三
月
に
ス
タ
ー
ク
海
軍
軍
令
部
長
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
転
出
し
、
キ
ン
グ
合
衆
国
艦
隊
司
令
長
官
が
軍
令
部
長
を
兼
務

し
、
統
合
参
謀
長
会
議
の
構
成
員
は
三
名
に
減
じ
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
陸
軍
参
謀
総
長
は
統
合
参
謀
長
会
議
を
主
宰
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
と
の
連
絡
を
維
持
す
る
た
め
に
、
四
人
目
の
構
成
員
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
大
統
領
を
説
得
し
た
。
こ
の
目
的
の
た
め
、
一

九
四
二
年
七
月
二
〇
日
、
大
統
領
は
新
設
し
た
大
統
領
付
参
謀
長
に
、
ヴ
ィ
シ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
の
大
使
か
ら
帰
任
し
た
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
リ
ー
ヒ
（W
illia

m
D.

L
e
a
h
y

）
海
軍
大
将
を
任
命
し
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
や
他
の
メ
ン
バ
ー
が
大
統
領
と
直
接
面
談
し
て
、
大

統
領
の
統
合
参
謀
長
会
議
に
対
す
る
要
求
を
受
け
止
め
、
あ
る
い
は
統
合
参
謀
長
会
議
の
大
統
領
に
対
す
る
助
言
が
な
さ
れ
る
こ
と

に
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
リ
ー
ヒ
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
常
勤
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
軍
首
脳
と
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
の
日
常
的
連

絡
は
大
い
に
改
善
さ
れ
た

）
。
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四

政
軍
関
係
の
動
態

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
と
統
合
参
謀
長
会
議
の
関
係
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
批
判
は
、

統
合
参
謀
長
会
議
が
戦
略
的
課
題
に
対
す
る
政
治
的
判
断
を
控
え
、
純
粋
に
軍
事
的
な
助
言
に
終
始
し
、
ま
た
大
統
領
も
戦
争
に
お

け
る
軍
事
的
勝
利
を
何
よ
り
も
優
先
さ
せ
た
た
め
に
、
そ
う
し
た
助
言
を
疑
問
な
く
受
け
入
れ
た
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

結
果
と
し
て
、
政
治
問
題
に
対
す
る
助
言
が
欠
落
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
、
ま
た
大
統
領
の
統
合
参
謀
長
会
議
へ
の
過
度
の
依
存
と

国
務
省
に
対
す
る
不
信
と
軽
視
の
傾
向
が
相
ま
っ
て
、
戦
後
の
懸
案
に
関
わ
る
一
連
の
大
失
敗
が
招
来
さ
れ
、
戦
争
の
終
わ
り
ま
で

に
ソ
連
の
パ
ワ
ー
の
好
ま
し
か
ら
ぬ
著
し
い
増
大
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
。
た
と
え
ば
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
は
行
政
府

の
中
の
文
官
部
門
の
助
言
の
排
除
に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
批
判
的
で
あ
る

）
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
傾
向
を
助
長
し
た
の
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ

ェ
ル
ト
に
特
有
の
気
ま
ぐ
れ
で
即
席
の
政
策
決
定
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
と
す
る
批
判
も
根
強
い
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
大
戦
中
の
大
統
領
と
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ス
タ
ー
ク
、
キ
ン
グ
の
関
係
を
顧
み
て
、
少
な
く
と
も
大
統
領
が
助
言
さ
れ

る
軍
事
的
考
慮
に
も
っ
ぱ
ら
拘
束
さ
れ
て
い
た
と
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
大
統
領
の
統
合
参
謀
長
会
議
に
対
す
る
接
し
方

は
た
し
か
に
個
人
的
で
く
だ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
貫
し
て
軍
事
的
助
言
を
要
求
し
、
ま
た
そ
れ
を
軍
事
的
、
政
治
的
理
由
で

受
け
入
れ
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
統
合
参
謀
長
会
議
の
大
統
領
へ
の
助
言

も
し
ば
し
ば
政
治
的
な
も
の
も
あ
り
、
決
し
て
純
粋
に
軍
事
的
な
助
言
ば
か
り
が
な
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。

大
統
領
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
も
っ
と
も
嫌
っ
た
の
は
マ
ー
シ
ャ
ル
参
謀
総
長
で
あ
っ
た
。
彼
は
大
統
領
に
フ
ァ

ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
自
分
を
呼
ぶ
こ
と
を
許
さ
ず
、
ま
た
大
統
領
は
し
ば
し
ば
マ
ー
シ
ャ
ル
を
個
人
的
に
招
待
し
た
け
れ
ど
も
、
ウ
ォ

ー
ム
ス
プ
リ
ン
グ
ス
や
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
の
私
邸
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
公
務
以
外
で
立
ち
寄
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
彼
が
ハ
イ
ド

パ
ー
ク
を
訪
れ
た
の
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
葬
儀
の
時
が
最
初
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
海
軍
の
二
人
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
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第
一
次
世
界
大
戦
時
の
海
軍
次
官
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
ほ
ど
に
は
大
統
領
と
の
接
触
に
つ
い
て
抑
制
的
で
は
な

か
っ
た
が
、
そ
の
反
面
、
陸
軍
に
つ
い
て
よ
り
も
大
統
領
が
海
軍
の
事
情
に
詳
し
か
っ
た
た
め
、
艦
艇
の
移
動
に
ま
で
介
入
さ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
統
合
参
謀
長
会
議
と
の
会
談
で
、
陸
軍
を

彼
ら

、
海
軍
を

我
々

と
し
ば
し
ば
発
言

す
る
の
に
対
し
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
が
異
議
を
挟
ん
で
や
め
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
っ
て
い
た

）
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
統
領
は
そ
う
し
た
事
情
故
に
海
軍
に
好
意
的
な
判
断
を
し
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
一
九
四
〇
年
の
イ
ギ
リ
ス

と
の
駆
逐
艦
・
基
地
交
換
協
定
で
は
、
海
軍
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
い
る
。
ま
た
艦
隊
の
西
海
岸
か
ら
真
珠
湾
へ
の
移
動
に
強
く
反

対
し
た
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
合
衆
国
艦
隊
司
令
長
官
（Ja

m
es

O.
R
ic
h
ardso

n

）
は
更
迭
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
四
〇
│
一
九
四

一
年
に
お
け
る
対
英
援
助
、
対
ソ
援
助
に
つ
い
て
、
大
統
領
は
援
助
に
難
色
を
示
し
た
軍
部
の
助
言
を
容
れ
て
い
な
い

）
。

結
局
の
と
こ
ろ
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
は
在
任
中
、
統
合
参
謀
長
会
議
と
定
例
的
に
会
議
を
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
常
続
的

に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
あ
っ
て
、
大
統
領
付
参
謀
長
と
な
っ
た
リ
ー
ヒ
に
対
し
て
も
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
彼
を
全
軍
の
参
謀
長
と

し
て
扱
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
統
合
参
謀
長
会
議
は
最
高
指
揮
官
の
道
具
で
あ
り
、
最
高
指
揮
官
に
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
り
、
リ

ー
ヒ
は
そ
の
統
合
参
謀
長
会
議
の
代
表
で
あ
っ
た
。
顧
み
て
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
は
、
各
軍
の
統
制
の
集
中
は
行
っ
た
が
、
さ

ら
に
そ
れ
を
束
ね
る
よ
う
な
軍
の
あ
り
方
に
は
き
わ
め
て
批
判
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

）
。
そ
の
こ
と
が
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
の

政
軍
関
係
に
お
け
る
個
人
的
関
係
の
重
視
と
制
度
化
へ
の
消
極
性
の
理
由
と
見
る
の
が
穏
当
な
評
価
で
あ
ろ
う
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
一
九
三
八
年
一
一
月
か
ら
一
九
四
四
年
ま
で
に
お
い
て
、
大
統
領
が
軍
部
首
脳
の
軍
事
的
助
言
を
覆

し
た
ケ
ー
ス
は
二
二
回
あ
り
、
参
戦
後
の
軍
事
的
助
言
に
拠
ら
な
い
大
統
領
の
戦
略
的
決
定
は
一
三
回
を
数
え
る

）
。
大
統
領
と
統
合

参
謀
長
会
議
の
紛
糾
の
原
因
は
、
双
方
の
軍
事
的
見
解
と
政
治
的
見
解
の
相
違
か
ら
生
じ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
統
合
参
謀
長
会
議

が
政
治
的
見
解
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
。

一
九
四
二
年
の
北
ア
フ
リ
カ
上
陸
作
戦
を
め
ぐ
る
大
統
領
と
統
合
参
謀
長
会
議
の
緊
張
は
、
よ
く
引
か
れ
る
例
で
あ
る

）
。
大
統
領
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は
、
政
治
的
理
由
に
よ
っ
て
そ
の
年
計
画
さ
れ
て
い
た
北
フ
ラ
ン
ス
へ
の
上
陸
作
戦
の
代
わ
り
に
北
ア
フ
リ
カ
上
陸
作
戦
を
統
合
参

謀
長
会
議
に
押
し
つ
け
た
。
そ
れ
に
は
以
下
の
よ
う
な
政
治
的
理
由
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
が
一
九
四
二
年
に
お
け
る
英

仏
海
峡
横
断
攻
撃
を
拒
否
し
た
こ
と
。
第
二
戦
線
の
早
期
設
定
を
約
束
し
て
し
ま
っ
た
ソ
連
を
安
心
さ
せ
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
世
論

を
な
だ
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
と
キ
ン
グ
が
北
ア
フ
リ
カ
の
代
わ
り
に
太
平
洋
へ
の
軍
事
的
努
力
の
転
換
を
示
唆

し
た
と
き
、
大
統
領
は
激
怒
し
て
そ
の
提
案
を
却
下
し
た
。
次
い
で
マ
ー
シ
ャ
ル
と
キ
ン
グ
お
よ
び
ホ
プ
キ
ン
ス
を
イ
ギ
リ
ス
に
派

遣
し
て
、
北
ア
フ
リ
カ
作
戦
で
イ
ギ
リ
ス
側
と
合
意
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
そ
れ
を
命
ず
る
大
統
領
の
文
書
に
は
自
身
の
署
名
の
後

に
敢
え
て
最
高
指
揮
官
と
記
し
た
の
で
あ
る

）
。

ア
メ
リ
カ
参
戦
当
初
に
確
立
さ
れ
た
ド
イ
ツ
打
倒
最
優
先
の
大
戦
略
方
針
は
、
軍
事
的
決
定
で
あ
る
と
同
時
に
き
わ
め
て
重
い
政

治
的
決
定
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
す
れ
ば
、
太
平
洋
優
先
に
転
換
し
よ
う
と
す
る
統
合
参
謀
長
会
議
の
助
言
は
、
そ
の

本
質
に
お
い
て
到
底
、
純
軍
事
的
な
判
断
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
統
合
参
謀
長
会
議
は
政
治
的
要
素
と
軍
事
計
画
の
間
の
関
係
を

明
確
に
理
解
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
要
素
も
彼
ら
の
戦
略
的
評
価
の
中
に
織
り
込
ま
れ
て
い
た
。
大
統
領
と
異
な
っ
た
の
は
、
政
治

的
要
素
の
評
価
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
北
ア
フ
リ
カ
上
陸
作
戦
に
つ
い
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
後
に
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
政
治
が
必

要
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
人
々
は
そ
の
時
点
で
の
行
動
を
望
ん
だ
の
だ
と
述
懐
し
て
い
る

）
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
四
三
年
に
は
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
と
マ
ー
シ
ャ
ル
の
間
に
類
例
の
な
い
協
力
関
係
と
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
た
。

こ
う
し
た
状
態
を
導
い
た
の
は
、
大
統
領
が
偉
大
な
政
治
家
で
あ
り
史
上
ま
れ
に
み
る
軍
事
指
導
者
で
あ
っ
た
一
方
で
、
マ
ー
シ
ャ

ル
が
骨
の
髄
ま
で
非
政
治
的
な
軍
人
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
や
が
て
彼
を
す
ぐ
れ
て
超
党
派
の
政
治
家
に
し
た
と
い
う
逆
説
的
事
情

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
と
す
る
見
方
が
あ
る

）
。
マ
ー
シ
ャ
ル
が
軍
事
問
題
を
考
察
す
る
場
合
に
、
非
軍
事
的
要
素
、
す
な
わ
ち

大
き
な
政
治
的
環
境
を
見
通
す
こ
と
が
発
想
の
根
本
に
存
在
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
同
時
代
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
事
情
は
ま
っ
た

く
外
部
か
ら
看
取
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
自
ら
、
政
治
的
要
素
が
常
に
頭
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
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も
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
そ
れ
を
外
に
漏
ら
す
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
政
治
的
問
題
を
同
盟
国
の
イ
ギ
リ
ス
と
議
論
す
る
こ
と
も

絶
対
に
し
な
か
っ
た
と
回
顧
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
大
統
領
の
仕
事
で
あ
り
、
大
統
領
は
最
高
指
揮
官
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
）

。大
統
領
は
ハ
ル
国
務
長
官
を
、
大
戦
の
大
戦
略
決
定
か
ら
排
除
し
、
彼
を
戦
時
の
連
合
国
首
脳
会
談
に
帯
同
す
る
こ
と
は
遂
に
な

か
っ
た
け
れ
ど
も
、
統
合
参
謀
長
会
議
に
従
属
す
る
下
部
委
員
会
の
計
画
担
当
者
は
戦
争
中
国
務
省
と
の
協
議
を
継
続
し
て
い
た
。

ま
た
各
戦
域
の
司
令
部
に
は
国
務
省
の
外
交
官
が
顧
問
と
し
て
従
軍
し
て
い
た
。
こ
と
に
戦
後
計
画
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
先
述
し

た
国
務
陸
海
軍
三
省
調
整
員
会
に
先
立
つ
活
動
が
継
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
場
に
お
い
て
は
、
戦
争
後
半
期
に
あ
っ
て

は
、
主
と
し
て
降
伏
条
件
や
占
領
、
戦
後
に
お
け
る
海
外
基
地
の
問
題
が
検
討
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
そ
も
そ
も
政
治
的
性
格
の
濃

厚
な
問
題
で
あ
っ
た
。五

ソ
連
問
題

一
九
四
〇
年
末
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
大
戦
略
方
針
を
概
観
す
る
中
で
、
戦
略
計
画
に
お
け
る
ソ
連
要
因
が
統
合
参
謀
長
会

議
と
そ
の
組
織
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
か
を
以
下
略
述
す
る

）
。

一
九
四
〇
年
末
か
ら
一
九
四
一
年
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
軍
部
首
脳
が
案
出
し
た
戦
略
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
一
主
義
、
す
な
わ
ち
ド

イ
ツ
打
倒
を
最
優
先
す
る
戦
略
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
生
存
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
勢
力
均
衡
が
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障
に
と

っ
て
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と
す
る
事
実
認
識
に
基
づ
い
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
争
に
参
戦
す
る
こ
と
を
前
提
と
す

れ
ば
、
太
平
洋
は
考
慮
の
外
に
置
い
て
、
い
か
な
る
犠
牲
を
払
っ
て
も
日
本
と
の
戦
争
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
陸

海
軍
が
国
務
省
の
対
日
政
策
が
挑
発
的
か
つ
危
険
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
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一
九
四
二
年
と
一
九
四
三
年
に
お
い
て
統
合
参
謀
長
会
議
は
、
英
仏
海
峡
横
断
攻
撃
と
地
中
海
作
戦
に
つ
い
て
の
英
米
の
戦
略
を

め
ぐ
る
紛
糾
が
、
英
米
両
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
戦
略
的
対
立
の
一
部
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
両
国
の
国
家
政
策
と
戦
後
の
利
益
は
明

ら
か
に
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
国
益
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
統
合
参
謀
長
会
議
は
、
地
中
海
作
戦
を
犠
牲

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
英
仏
海
峡
横
断
攻
撃
を
遂
行
す
る
だ
け
で
な
く
太
平
洋
に
も
高
い
優
先
順
位
を
お
く
こ
と
を
主
張
し
た
。

紛
糾
を
重
ね
た
第
二
戦
線
の
設
定
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
統
合
参
謀
長
会
議
は
、
基
本
的
に
次
の
よ
う
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
。

第
二
戦
線
問
題
の
議
論
の
前
提
と
し
て
、
戦
後
に
あ
っ
て
も
米
ソ
協
調
の
確
保
が
ま
ず
前
提
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
は
ソ
連

に
誠
意
を
示
す
必
要
が
あ
り
、
第
二
戦
線
問
題
で
は
ソ
連
に
対
す
る
軍
事
的
圧
力
を
早
期
に
激
減
さ
せ
る
作
戦
が
構
想
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
種
の
作
戦
と
し
て
適
切
な
も
の
は
ア
メ
リ
カ
側
の
見
解
で
は
北
フ
ラ
ン
ス
上
陸
作
戦
を
お
い
て
他
に
は
な
い
。
し
か

し
ソ
連
の
パ
ワ
ー
の
増
大
の
前
に
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ソ
連
に
対
す
る
西
側
連
合
国
の
立
場
を
強
化
す
る
た
め
に

は
、
ド
イ
ツ
敗
北
以
前
に
お
い
て
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
制
圧
が
必
要
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
を
打
倒
し
、
か
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
お
け
る

ソ
連
の
覇
権
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
戦
場
は
、
地
中
海
で
は
な
く
北
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
基
本
的
国
益
は

主
と
し
て
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
太
平
洋
に
あ
っ
て
地
中
海
に
は
な
い
、
と
す
る
論
理
で
あ
っ
た

）
。

第
二
戦
線
を
め
ぐ
る
戦
略
検
討
の
中
で
、
一
九
四
三
年
末
か
ら
一
九
四
五
年
は
じ
め
ま
で
、
統
合
参
謀
長
会
議
は
ソ
連
と
の
戦
中

と
戦
後
に
お
け
る
密
接
な
協
力
が
ア
メ
リ
カ
の
基
本
的
政
策
目
的
で
あ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
そ
も
そ
も
ド
イ
ツ
と
の
戦
争
が
続

い
て
い
る
間
、
ソ
連
の
協
力
な
く
し
て
は
、
ド
イ
ツ
は
打
倒
で
き
な
い
し
、
ア
メ
リ
カ
の
人
的
損
害
が
著
し
く
大
き
く
な
り
受
け
入

れ
が
た
い
水
準
に
な
り
か
ね
な
い
。
さ
ら
に
そ
う
し
た
協
力
は
戦
後
に
ま
で
継
続
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
枢
軸
国
を
打
倒

し
た
後
、
ソ
連
は
中
東
欧
、
中
東
、
北
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
軍
事
的
優
越
を
達
成
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ソ
連
の
パ
ワ
ー
の
優
勢

に
対
し
て
ラ
イ
ン
川
と
ア
ド
リ
ア
海
の
西
か
ら
挑
戦
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
ソ
連
の
パ
ワ
ー
の
拡

大
は
イ
ギ
リ
ス
の
パ
ワ
ー
の
急
速
な
衰
退
と
相
ま
っ
て
、
世
界
の
勢
力
均
衡
の
大
変
化
を
も
た
ら
す
と
観
察
し
て
い
た
。
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こ
れ
を
要
す
る
に
統
合
参
謀
長
会
議
は
戦
後
に
お
い
て
二
つ
の
超
大
国
が
出
現
す
る
こ
と
を
予
期
し
、
米
ソ
間
の
紛
争
を
回
避
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
彼
ら
は
ソ
連
と
の
将
来
の
紛
争
の
可
能
性
を
否
定
す
る
ほ
ど
単
純
で

は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
反
対
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
新
し
い
国
際
組
織
の
設
立
構
想
の
中
で
構
想
さ
れ
た
国
際
警
察
軍

で
は
な
く
、
国
軍
に
よ
る
戦
後
安
全
保
障
の
達
成
が
目
指
さ
れ
、
ま
た
空
海
軍
基
地
の
世
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
獲
得
と
中
央
情

報
機
関
の
設
立
も
主
張
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
戦
後
の
完
全
な
復
員
に
反
対
し
、
十
分
な
兵
力
と
基
地
の
シ
ス
テ
ム
が
グ
ロ
ー
バ
ル

な
超
大
国
に
必
要
で
あ
る
と
し
、
潜
在
敵
国
は
ソ
連
な
い
し
は
独
日
の
復
活
で
あ
る
と
考
え
て
い
た

）
。

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
統
合
参
謀
長
会
議
の
こ
う
し
た
政
治
的
か
つ
軍
事
的
見
通
し
に
同
意
し
て
い
た
か
、
不
同
意
で
あ
っ
た
か
は

懸
案
と
な
っ
た
具
体
的
問
題
と
時
期
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
。
一
九
四
〇
年
か
ら
一
九
四
一
年
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
一
主

義
と
日
本
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
る
助
言
は
、
軍
首
脳
と
戦
略
計
画
者
の
政
治
的
か
つ
軍
事
的
な
認
識
に
完
全
に
合
致
し
て
い
た
。
し

か
し
そ
れ
は
予
想
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
同
盟
国
の
反
撥
と
、
も
し
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
日
本
を
宥
和
す
る
一
方
で

さ
ら
に
積
極
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
参
戦
を
追
求
し
た
場
合
の
ア
メ
リ
カ
世
論
の
反
応
を
軽
視
し
て
い
た
。
結
果
と
し
て
、
ロ

ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
ド
イ
ツ
打
倒
最
優
先
の
戦
略
と
そ
の
背
後
の
論
理
を
受
け
入
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
彼
は
対
日
政
策
の
変
更
を
受

け
入
れ
な
か
っ
た
。
一
九
四
一
年
末
、
戦
争
が
避
け
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
を
引
き
延
ば
す
た
め
に
日
本
と
の
間
で
少
な
く
と

も
暫
定
的
な
合
意
を
達
成
す
る
こ
と
が
、
軍
首
脳
が
主
張
す
る
戦
略
の
成
功
に
と
っ
て
決
定
的
に
必
要
で
あ
る
と
す
る
見
解
は
採
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

同
様
に
一
九
四
二
年
に
お
い
て
統
合
参
謀
長
会
議
の
太
平
洋
へ
の
戦
争
努
力
転
換
の
主
張
は
、
同
盟
国
と
戦
争
努
力
の
双
方
に
対

し
て
得
る
と
こ
ろ
は
何
も
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
れ
は
日
本
の
対
米
戦
争
に
期
待
し
た
ド
イ
ツ
の
利
益
に
奉
仕
す
る
も
の
だ
と
い

う
の
が
、
大
統
領
の
判
断
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
一
九
四
三
年
に
い
た
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
時
生
産
が
莫
大
な
戦
力
を
生
み

出
す
に
つ
れ
て
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
統
合
参
謀
長
会
議
の
議
論
を
受
け
入
れ
、
一
九
四
四
年
の
海
峡
横
断
攻
撃
と
太
平
洋
戦
域
へ
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の
さ
ら
に
高
い
優
先
順
位
の
付
与
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
ソ
連
に
関
す
る
統
合
参
謀
長
会
議
の
政
策
的
な
助
言
は
、
大
統
領
の
方
針

を
正
直
に
反
映
し
て
対
決
的
な
方
向
を
示
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ほ
ど
な
く
ヤ
ル
タ
会
談
以
降
の
米
ソ
関
係
の
悪

化
を
背
景
に
、
対
ソ
政
策
変
更
の
必
要
が
軍
部
に
お
い
て
も
外
交
政
策
担
当
者
の
間
で
も
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
対
ソ

政
策
の
転
換
を
主
導
し
た
の
は
、
駐
ソ
大
使
ア
ヴ
ェ
レ
ル
・
ハ
リ
マ
ン
（A

v
erell

H
arri

m
a
n

）、
駐
モ
ス
ク
ワ
米
軍
事
使
節
団
団

長
の
ジ
ョ
ン
・
デ
ィ
ー
ン
（Jo

h
n
D
ea

n

）
少
将
で
あ
る
。
戦
後
に
お
け
る
ソ
連
と
の
協
調
と
い
う
統
合
参
謀
長
会
議
の
前
提
は
一

九
四
五
年
四
月
の
大
統
領
の
死
去
と
と
も
に
変
化
を
始
め
る
こ
と
と
な
る

）
。

統
合
参
謀
長
会
議
の
下
部
組
織
、
特
に
陸
軍
の
計
画
幕
僚
の
対
ソ
態
度
に
つ
い
て
も
、
興
味
深
い
趨
勢
の
指
摘
が
あ
る
。
マ
ー

ク
・
ス
ト
ー
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
五
年
な
か
ば
ま
で
に
陸
軍
の
幕
僚
の
間
に
親
英
的
で
あ
り
同
時
に
反
ソ
的
な
志
向
が
固
ま
り

つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
傾
向
は
陸
軍
の
軍
人
た
ち
の
世
代
的
若
返
り
を
反
映
し
て
い
た
。
彼
ら
は
戦
間
期
の
孤
立
主
義
と

イ
ギ
リ
ス
嫌
い
に
染
ま
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
急
速
な
凋
落
を
目
撃
し
て
、
そ
れ
と
の
関
連
で
将
来
の
ア
メ
リ
カ
の
安
全

保
障
に
と
っ
て
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
て
い
た
。
一
九
四
〇
年
代
の
教
訓
と
し
て
そ
う
し
た
こ
と
が
彼
ら
に
知

的
に
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
戦
後
に
お
い
て
平
時
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
関
与
に
つ
な
が
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る

）
。

お
わ
り
に

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
が
政
軍
関
係
に
与
え
た
影
響
に
は
甚
大
な
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
個
人
の

力
量
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
政
軍
関
係
の
伝
統
で
あ
る
文
民
優
位
を
大
統
領
と
し
て
貫
徹
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
陸
海
軍
の
最
高

指
揮
官
と
し
て
軍
事
的
決
定
を
掌
握
し
、
戦
争
を
指
導
し
遂
行
し
た
。
大
統
領
の
こ
の
側
面
で
の
権
限
の
著
し
い
拡
大
は
、
軍
に
お

け
る
文
民
部
門
の
権
限
縮
小
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
、
彼
は
自
ら
が
作
り
上
げ
た
統
合
参
謀
長
会
議
と
大
統
領
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の
関
係
を
制
度
化
す
る
こ
と
に
一
貫
し
て
消
極
的
で
あ
り
、
ま
し
て
戦
間
期
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
企
図
し
、
戦
争
中
も
し
き
り
と
論

じ
ら
れ
た
全
軍
を
代
表
す
る
一
人
の
参
謀
総
長
を
置
く
よ
う
な
考
え
方

）
に
は
一
貫
し
て
反
対
し
、
統
合
参
謀
長
会
議
内
部
で
の
抑
制

と
均
衡
は
貫
か
れ
た
。
統
合
参
謀
長
会
議
の
各
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
の
会
議
体
の
一
員
で
あ
る
と
同
時
に
、
陸
海
空
軍
の
各
々
の
長
で

あ
り
、
全
軍
の
利
益
で
は
な
く
各
軍
の
利
益
を
会
議
に
お
い
て
代
表
す
る
と
い
う
制
度
が
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大

戦
の
ア
メ
リ
カ
の
こ
う
し
た
経
験
は
総
力
戦
の
時
代
に
お
け
る
特
異
な
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
健
全
な
政
軍
関
係

と
い
う
視
角
か
ら
は
評
価
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う

）
。

し
か
し
な
が
ら
、
マ
ー
シ
ャ
ル
が
望
ん
で
い
た
よ
う
に
、
一
九
四
七
年
に
は
国
家
安
全
保
障
法
に
よ
っ
て
統
合
参
謀
長
会
議
は
法

的
基
礎
を
持
っ
た
組
織
に
な
る
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
は
一
九
四
八
年
に
は
一
五
〇
万
人
に
近
い
現
役
兵
力
を
歴
史
上
初
め
て
平
時
に

維
持
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
三
九
年
の
四
倍
の
兵
力
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
家
安
全
保
障
の
体
制
は
一
九
五
〇
年
以
降
の

軍
事
化
し
た
冷
戦
を
戦
う
上
で
、
必
須
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
改
め
て
指
摘
す
る
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
第
二
次

世
界
大
戦
中
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
政
軍
関
係
の
戦
後
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
最
大
の
も
の
を
一
つ
だ
け
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ア

メ
リ
カ
外
交
政
策
と
軍
事
戦
略
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
前
提
と
な
る
大
き
な
概
念
を
生
み
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
お
け
る
覇
権
の
成
立
は
、
そ
れ
が
ド
イ
ツ
で
あ
れ
ロ
シ
ア
で
あ
れ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
安
全
を
潜
在
的
に
脅
か
す
と
す
る

考
え
方
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
脅
威
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
ア
メ
リ
カ
は
西
半
球
で
は
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
そ
れ
に

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
か
け
て
同
盟
諸
国
と
深
く
結
び
つ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
軍
が
一
九
四
四
年
六
月
六
日
に
北
仏
海
岸
に
上
陸
し
て
以
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
関
与
は
そ
の
後
半
世
紀
に
わ
た
る

戦
略
的
現
実
と
な
っ
た
。
一
九
四
七
年
ま
で
に
、
こ
の
前
方
展
開
戦
略
は
対
ソ
封
じ
こ
め
戦
略
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
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（
1
）

赤
木
完
爾

第
二
次
世
界
大
戦
の
政
治
と
戦
略

（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）。

（
2
）

イ
ギ
リ
ス
側
の
組
織
と
名
称
に
つ
い
て
は
同
右
、
五
│
七
ペ
イ
ジ
参
照
。

（
3
）D

a
vid

R
e
y
n
olds,

(
O
xford:

O
xford

U
niv

ersity
P
ress,

2
0
06),

p.
3
1;

R
o
b
ert

D
allec

k,
‑

(
N
e
w

Y
or

k:
O
xford

U
niv

ersity
P
ress,

1
9
79),

p
p.
2
21
‐
2
2
2.

（
4
）

合
衆
国
商
務
省
編

ア
メ
リ
カ
歴
史
統
計

第
Ⅱ
巻
（
原
書
房
、
一
九
八
六
年
）
一
一
四
一
ペ
イ
ジ
。

（
5
）

M
ar
k

A.
Stoler,

F
D
R
a
n
d
th

e
O
rigin

s
of

th
e

N
atio

n
al

S
ec

u
rity

E
sta

blis
h
m
e
nt,"

in

,
e
dite

d
b
y
D
a
vid

B.
W
o
oln

er,
W
arre

n
F.

K
i
m
b
all,

a
n
d
D
a
vid

R
e
y
n
olds(

N
e
w

Y
or

k:
P
alg

ra
v
e

M
ac

m
illa

n,
2
0
08),

p
p.
6
4‐
6
5;

Ja
m
es

E.
H
e
w
es,

Jr.,
‑

(
W
as
hin

gto
n,

D
C:

C
e
nter

of
M
ilitar

y
H
istor

y,
U
nite

d
States

A
r
m
y,
1
9
75),

p
p.
3
‐
3
1.

二
〇
世

紀
は
じ
め
タ
フ
ト
政
権
下
に
お
け
る
陸
軍
の
改
革
（
参
謀
本
部
の
強
化
）
を
め
ぐ
る
紛
糾
で
、
ウ
ッ
ド
陸
軍
参
謀
総
長
（M

ajor
G
e
n‑

eral
L
e
o
n
ard

W
o
o
d

）
と
エ
イ
ン
ズ
ワ
ー
ス
軍
務
局
長
（T

h
e
A
djuta

nt
G
e
n
eral:

M
ajor

G
e
n
eral

F
re
d
C.

A
in
s
w
orth

）

の
対
立
が
深
刻
化
し
、
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
陸
軍
長
官
は
参
謀
総
長
を
支
持
し
た
が
、
軍
務
局
長
は
議
会
の
支
持
を
背
景
に
抵
抗
し
た
。

S
e
e,

F.
G
u
nth

er
E
y
c
k,

S
ecretar

y
Sti

m
so

n
a
n
d
th

e
A
r
m
y
R
efor

m
s,
1
9
11
‐1
9
1
3,"

,
V
ol.1

(
S
prin

g1
97
1),

p
p.
1
9
‐
28.

（
6
）

神
谷
不
二

ト
ル
ー
マ
ン
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
│
朝
鮮
戦
争
指
導
の
一
断
面

篠
原
一
、
横
山
信
編

近
代
国
家
の
政
治
指
導

（
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
年
）
四
〇
一
│
四
〇
四
ペ
イ
ジ
。

（
7
）

M
ar
k

A.
Stoler,

(
C
h
a
p
el

H
ill:

U
niv

ersity
of

N
orth

C
arolin

a
P
ress,2

0
00),

p
p.
1
‐
3;

L
o
uis

M
orto

n,
Interservice

C
o‑

o
p
eratio

n
a
n
d
P
olitical‐

M
ilitar

y
C
olla

b
oratio

n,
19
0
0
‐
19
3
8,"

in

,
e
dite

d
b
y
H
arr

y
L.

C
oles(

C
olu

m
b
u
s:

O
hio

State
U
niv

ersity
P
ress,

1
9
62),

p
p.
142

‐
1
50.

（
8
）S

a
m
u
el

P.
H
u
ntin

gto
n,

(
C
a
m‑

brid
g
e,

M
A:

H
arv

ard
U
niv

ersity
P
ress,

1
9
5
7),

p.
3
2
0;

Stoler,
F
D
R
a
n
d
th

e
O
rigin

s
of

th
e
N
atio

n
al

S
ec

u
rity
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E
sta

blis
h
m
e
nt,"

p.
66.

（
9
）

W
illia

m
E
m
erso

n,
F
ra

n
klin

R
o
ose

v
elt

as
C
o
m
m
a
n
d
er‐

in‐
C
hief

in
W
orld

W
ar

II,"
,

V
ol.

22,
N
o.
4
(

W
inter1

9
5
8‐
1
95
9),

p
p.
1
8
3
‐1
85.

（
10
）

マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
自
ら
の
超
党
派
的
な
政
治
信
条
を
、
自
分
自
身
一
度
も
投
票
に
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
父
は
民
主
党
員
、
母
は
共

和
党
員
、
自
分
は
米
国
聖
公
会
（E

pisco
p
al

）
の
信
徒
で
あ
る
と
表
現
し
て
い
る
。F

ro
m

M
ars

h
all

to
C
h
arles

J.
G
ra

h
a
m,"

S
e
pte

m
b
er2

3,
1
9
41,

W
as
hin

gto
n,

D
C.

L
arr

y
I
Bla

n
d,

S
h
aro

n
R.

R
ite

n
o
u
r
a
n
d
Clare

n
ce

E.
W
u
n
d
erlin,

Jr.,
e
ds.,

,
V
olu

m
e2:

"
(
B
alti‑

m
ore,

M
D:

Jo
h
n
s
H
o
p
kin

s
U
niv

ersity
P
ress,

1
9
8
6),

p.
61
6.

（
11
）H

e
w
es,

Jr.,
,

p
p.
5
7
‐
10
3.

（
12
）

ア
メ
リ
カ
史
に
は
議
会
や
大
統
領
と
の
関
係
で
、
野
戦
軍
司
令
官
が
政
治
的
紛
糾
を
引
き
起
こ
し
た
事
例
を
少
な
か
ら
ず
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ザ
カ
リ
ー
・
テ
イ
ラ
ー
（Zac

h
ar
y
T
a
ylor

）、
ウ
ィ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
コ
ッ
ト
（W

infield
S
cott

）、
ジ
ョ
ー

ジ
・
マ
ッ
ク
レ
ラ
ン
（G

e
or
g
e
M
c
Clella

n

）
が
そ
の
例
で
あ
る
。
真
珠
湾
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
に
お
け
る
敗
退
と
、
ド
イ
ツ

を
最
初
に
打
倒
す
る
の
で
は
な
く
、
日
本
に
対
す
る
復
讐
戦
を
優
先
す
べ
き
だ
と
す
る
圧
倒
的
な
世
論
の
高
ま
り
を
前
に
、
ダ
グ
ラ
ス
・

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
（D

o
u
glas

M
ac

A
rth

u
r

）
の
振
る
舞
い
と
、
彼
の
議
会
に
お
け
る
支
持
者
に
は
同
様
の
懸
念
が
あ
っ
た
。See,

R
ic
h
ard

W.
Ste

el,
(
Blo

o
m‑

in
gto

n:
In

dia
n
a
U
niv

ersity
P
ress,

1
97
3),

p
p.
8
1
‐
93;

D
allec

k,

,
p
p.
3
31
‐
33
4;

D.
Cla

yto
n

Ja
m
es,

,
V
olu

m
e

II,
(
B
osto

n:
H
o
u
g
hto

n
M
ifflin,

1
9
7
5),

p
p.
8
3
‐8
8,

13
7‐
4
1,

2
4
8‐
25
3,

3
6
1‐
3
6
3,

40
3
‐4
40.

こ
と
に
一
九
四
二
年
の
中
間
選
挙
の
時
期
の
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
を
め
ぐ
る
動
き
は
興
味
深
い
。

（
13
）Stoler,

F
D
R
a
n
d
th

e
O
rigin

s
of

th
e
N
atio

n
al

S
ec

u
rity

E
sta

blis
h
m
e
nt,"

p.
71.

（
14
）

O
r
g
a
nizatio

n
al

D
e
v
elo

p
m
e
nt

of
th

e
Joint

C
hiefs

of
Staff,

1
94
2‐
1
9
8
9,"

T
M
s.
(

W
as
hin

gto
n,

D
C:

H
istorical

D
ivisio

n,
Joint

S
ecretariat,

Joint
C
hiefs

of
Staff,

N
o
v
e
m
b
er1

98
9),

p
p.
1‐
4;

V
er
n
o
n
E.

D
a
vis,

H
istor

y
of

th
e

Joint
C
hiefs

of
Staff

in
W
orld

W
ar

II:
O
r
g
a
nizatio

n
al

D
e
v
elo

p
m
e
nt,"

V
ol.

I,
T
M
s.(

W
as
hin

gto
n,

D
C:

H
istorical
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S
ectio

n,
Joint

C
hiefs

of
Staff,

1
9
53),

p
p.
3
2
4
‐
38
5.

（
15
）H

u
ntin

gto
n,

,
p
p.
31
5‐
3
44.

（
16
）F

orrest
C.

P
o
g
u
e,

(
N
e
w

Y
or

k:
V
ikin

g
P
ress,

1
96
3),

p.
3
2
4;

Id
e
m,

(
N
e
w

Y
or

k:
V
ikin

g
P
ress,

19
6
5),

p.
2
2.

（
17
）Stoler,

F
D
R
a
n
d
th

e
O
rigin

s
of

th
e
N
atio

n
al

S
ec

u
rity

E
sta

blis
h
m
e
nt,"

p
p.
7
1‐
7
2;

J.
G
arr

y
Clifford,

B
u‑

re
a
u
cratic

P
olitics,"

in
,

S
eco

n
d

E
ditio

n,
e
dite

d
b
y

M
ic
h
a
el

J.
H
o
g
a
n
a
n
d
T
h
o
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P
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C
a
m
brid

g
e:

C
a
m
brid

g
e
U
niv

ersity
P
ress,
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0
4),

p.
1
0
0.

（
18
）

マ
ー
シ
ャ
ル
参
謀
総
長
が
全
米
軍
の
参
謀
総
長
と
い
う
含
意
を
も
っ
て
、
大
統
領
に
大
統
領
付
参
謀
長
の
職
を
新
設
し
て
リ
ー
ヒ
提

督
を
任
命
す
る
よ
う
に
促
し
た
と
き
も
、
当
初
、
大
統
領
は
き
わ
め
て
否
定
的
で
、
自
分
が
全
米
軍
の
参
謀
総
長
で
あ
り
最
高
指
揮
官
で

あ
る
と
重
ね
て
マ
ー
シ
ャ
ル
に
言
い
放
ち
、
大
変
に
不
愉
快
に
な
っ
た
と
い
う
。Larr

y
I.

Bla
n
d,

e
d.,

‑

,
3
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e
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（
20
）

全
般
の
経
緯
に
つ
い
て
は
赤
木

第
二
次
世
界
大
戦
の
政
治
と
戦
略

七
三
│
八
三
ペ
イ
ジ
参
照
。Se

e,
Stoler,

,
p
p.
7
9
‐
90.

（
21
）

大
統
領
の
署
名
の
後
に
敢
え
て
最
高
指
揮
官
と
記
さ
れ
た
命
令
文
書
は
以
下
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。R

o
b
ert

E.
S
h
er

w
o
o
d,

(
N
e
w

Y
or

k:
H
arp
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B
roth
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1
94
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p
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（
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n
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S
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u
rity

E
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h
m
e
nt,"

p.
7
5.

マ
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